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令和４年１月１１日

No.１２
天龍小学校

２０２２年がはじまりました。年末年始のお休みは、いつになく穏やかで

晴天続きでしたが、「明日からいよいよ学校だ！」となった前日、急な大雪に。始業式当日の朝、校

庭は真っ白な雪で覆われていました。でも、そこは元気な天龍若鮎軍団。寒さも冷たさも何のその。

休み中に新調してもらった靴でもおかまいなく、始業前から雪上サッカーにいそしんでいました。ま

た、お昼休みには今度は半袖で（！）雪合戦。おかげさまで校庭の雪かきは一切必要なく、お日様の

助けもあり、ほんの半日で小学校には土の校庭が戻ってきました。小学生のチカラは偉大です。

さて、そんな初日の始業式では、「２０２２年、こんな学校にしたいです。」というお題で、全校

であいうえお作文を行いました。ひとりひとりの個性が出て楽しいものができあがりました。

あたらしい１年。

１年 熊谷 結依

けんかをせずにすごす。

１年 坂田 紗歩

○○マスターになる。

６年 藤澤 幸音

しずかにこうどうする。

１年 宮澤 侑那

てをあらって、てをたいせつにする。

２年 伊藤 颯吾

おおらかな広い心で。

６年 遠山 蔵之助

めあてを正しくいおう。目を見てはなそう。
めざしてがんばろう。
１年 宮下 響

テストで１００点をとる。

３年 中島 煌晟
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…ちなみに、子どもたちにあいうえお作文とはいかなるものかを見せようと、お手本として先生方

にもトライしていただいたのですが、「天 ：天気に関係なく（６年内山先生）」「龍 ：龍が昇るよう

に（３年福澤先生）」「小 ：小さいことから大きなことまで（１年梅村先生）」「学 ：学んで遊んで

（４年宮崎先生）」「校 ：こうどうしよう（２年米澤先生）」と、こちらもすばらしいできばえでし

た。さて、今年も１年、子どもたち、職員全員で力を合わせて、また一歩前進した天龍小学校を創り

あげていきたいと思います。ご支援ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

どりょくをする。むずかしい漢字をがんばる。

２年 宮澤 羽仁

うんどうをして、家や学校でできるだけ休ま
ないようにする。
３年 坂田 歩万

高学年を見ならってこうどうをする。

２年 成瀬 鈴音

どんなことにもにげずにすごそう。

３年 遠山 藍

失敗しても前を向く。

４年 成瀬 心夏

森を大切にする。

３年 熊谷 奈菜美

よい１年。

４年 熊谷 一輝

ろうかをはしらずあるきたいです。

２年 橋爪 憂

時間を守って行動する。
自分を信じて前へ進む。
４年 藤澤 陽菜乃

暗くならず明るくする。

６年 宮下 佳穂

ねっしんに勉強もして、ねっしんに遊ぶ。

４年 宮澤 優心


